
外国人材受入れ事例

＜外国人材受入れ状況＞ 202４年1月時点
○技能実習 ベトナム人 2名（2022年5月～）

ミャンマー人 2名（2023年8月～）
○特定技能
○技・人・国

・1期生1名、2期生3名を受け入れているが、1期生が1 
年間で日本の生活にかなり馴染めていたので、2期生を
公私ともにフォローをしてくれるので助かっている。

・特に1期生はとても働き者であり、しっかり話を聞いて
理解して現場で動いてくれるので助かっている。

・日本人従業員も、外国人と一緒に働くことに戸惑いが
あったと思うが、お互いに冗談を交えつつ会話できるほ
ど職場に馴染んできている。

・日本語の学習に個人差があるので、市が開催している日
本語教室を利用したり、スマートフォンの翻訳機能を活
用している。

・日本に来て最初は戸惑うことも多かったが、
社長を始め従業員の方が優しくフォローして
くれたので頑張って働けている。

・日々、母国の家族と連絡を取り合っているの
で、寂しいが励みになっている

・休日に社長が様々なところへ連れて行ってく
れたり、日本の文化を紹介してくれてとても
嬉しかった。

会社名：有限会社豊進建設
U R L :  http://www.houshin.co.jp
業 種：土木工事業
所在地：飯塚市中328番地
従業員：28名

・1年に1度社員旅行を企画し、従業員同士の交流を
図っている。

・プライベートは干渉しすぎないようにある程度見守っ
ている。

・日本文化を知ってもらうため、餅つきを企画したり、
地域の祭りを案内している。

・会社にてSIMカードを用意し、家族にいつでも連絡が
取れるように配慮している。

・日本の気候と母国の気候が全く違うため、季節によっ
て生活環境を整えている。

・資格取得の支援を行っている。
・定期的に配置転換することで、様々な業務に触れると
ともに従業員全員と面識が出来るよう心がけている。

①企業の声（受け入れて良かったこと・苦労したこと）

②受入れや定着を進めるにあたっての工夫・取組

③外国人本人の声

土木工事業


